




















2007 年 11 月3 日(土) 12 時  於  京都大学百周年時計台記念館百周年記念ホール 
挨拶 京都大学理事･副学長  西村周三 
テーマと報告構成の説明 京都大学大学院経済学研究科教授 塩地 洋 
報告 フォーイン 第一調査部部長 周 政毅 中国乗用車市場における製品競争力 
 
大阪商業大学准教授    孫 飛舟 自動車購買者の店舗選択 
         ――2007年8月北京ユーザー調査から――  
京都大学大学院学生    李 澤建   インターネット情報の影響分析 
金沢学院大学講師          西川純平  ユーザーの買い方とディーラーの売り方 
J.D.パワー･アジアパシフィック部長木本 卓   ユーザーのクルマの選び方 











































私のこの珍妙な事業提案に、笑いながら OK サインを出してくれた。 
本音のところを言うと、私がこの敦化市で日本料理屋をやりたいのには、別の大きな理由がある。この
地で、日本人が余計なトラブルに巻き込まれないようにしたいのである。かつて上海のカラオケで、日本
人が日本の重要な情報を、その店の中国人女性従業員に漏らして大きな問題になったことがあったが、
この地でそんなことが起こらないようにしたいのである。そのために私は、ここに日本人のしっかりした女
将を置いて、従業員をきっちり管理させるつもりである。 
この日も、私たちが会議を開いたホテルに、２０人ほどの日本人が宿泊していた。政府の関係者に聞い
てみると、やはり遺棄化学兵器の処理技術者であるという。まだ初期段階なので少ないが、本格的になっ
た場合には１００人を超えるのでないかということであった。会議後、私たちは中国側参加者と、そのホテ
ルの食堂で昼食をとった。そこで出された中華料理は、とても油が多く、お世辞にも美味しいとは言えな
かった。私は、日本人がここに長期滞在するには、絶対に日本料理屋が必要だと思った。 
 
